
Cullaniddesa の 頭 陀 支

阿 部 慈 園

1. Cullaniddesa (Cala-小 義釈, CNd.) が 挙 げ る頭 陀 支 (dhutahga) は, タ イ版

CNd.1)に 依 つ て, 従 来13支 と され て きた2)。 す な わ ち,

(1) parpsukalikanga (糞掃衣支)(2) tecivarikahga (三衣支) (3) pinda-

patikahga (常乞食支)(4) sapadanacarikahga (次第 乞食 支) (5) ekasani-

kahga (一坐食支) (6) pattapipdikahga (一鉢食 支) (7) khalupacchabha-

ttikahga (時後 不 食 支) (8) arannikahga (阿蘭 若 住 支) (9) rukkhamuli-

kahga (樹下住支) (10) abbhokasikahlga (露 地 住 支) (11) sosanikahga (塚

間住支) (12) yathasanthatikahga (随得敷 具 支) (13) nesajjikahga (常坐 不

臥支)

の13で あ る。 それ ら は, 衣(1-2)・ 食(3-7)・ 住(8-12)・ 精 進(13)の 配 列 順 序

に な つ て お り, 南 方上 座 部 の頭 陀 支 の 確 定 説3)と 同型 で あ る。 た だ し, そ れ ら

は13頭 陀 支 と して単 独 に言 及 され て お らず, それ らの前 に は rupa (色)等 の5

〔境 〕・kula (家) 等 の3・labha (利得)等 の4・civara (衣)等 の4〔 依 〕・suttanta

(経)等 の3〔 蔵 〕 の19項 目が 述 べ られ, ま た後 に は4〔 禅 〕・4〔無 色 〕の8項 目

の, 総 計40項 目中 の13と し て挙 げ られ てい る4)。

PTS版CNd.も, これ と 同 じい13支 を, そ の本 文 中に 挙 げ てい る5)。

しか し, ビル マ版 及 び セ イ ロ ン版CNd.は, タ イ版 の13支 の箇 所 に, 8支 を挙

げて い る6)。 そ して, そ の8支 は Mahaniddesa (大義釈, MNd.)の8支 と 全 同 で

あ る。 さ らに, PTS版 が用 い た 二 つ の 写本(ビ ルマ系 ・セイロン系)の 読 み は, 前

述 の13支 ・8支 と は, ま た別 の頭 陀 支 を伝 え て い る7)。 ま た, CNd.の Atthaka-

tha (CNd八) の記 述8)は, タ イ版 の伝 承 を支 持 せず, む しろ他 の伝 承 を 支 持 し て

い る。

従 つて, CNd.の 頭 陀 支 に は, 13支 以 外 の伝 承 が い くつか あ つ た こ とが 知 られ

る。 本 稿 の 目 的 は, CNd.に お け る13支 以 外 の頭 陀 支 の紹 介 と, それ に つ い て の

若 干 の考 察 を試 み る こと で あ る。

II. CNd.は, MNd. と併 せ て Niddesa (義釈, Nd.) と称 せ ら れ, 両 者 は 密 接

な関 係 を有 す る か ら, まずMNd.の 頭 陀 支 を 概 観 す る こ とか ら, そ の考 察 を始 め
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よ う。

MNd. は, 頭 陀 支 を次 の13ケ 所 (筆者 の調べた限 りでは)に 説 く。 い ず れ も8支

と認 め られ, そ の 内 容 か ら大 き く, 次 の2群 に 分 類 で き る。(出 典 は, PTS版 の ペ

ージ。=は 同文,≒は 同類文 を示す)

(1) vata (vatta) の説明 として, あ るいは8支 単独 に,

66=476, 188, 2389, 39610)

(2) 三蔵師 ・四禅 四無色定者等 と併記 され て,

68=69=218=389111, 231≒39312), 26313), 349

また, (1)'頭 陀 支 (e.g. arannikahga), あ る い は(2)'頭 陀 者(e. g. arannika)

と して あ らわ れ る別 か ら分 類 す れ ば,

(1) 66=476, 188, 263

(2) 68=69-218=389, 231 393, 238, 349, 396

とな る。 そ の うち, P.66, 188, 476の3ケ 所 は, 特 に attha dhutahgani (8頭 陀

支) と明 示 して い る。 この こ とは, Pali Vinaya, Nikaya 等 で種 々に 説 か れ る頭

陀 支 の 一 つ の 定 型 を示 す で あ ろ う14)。ま た, dhutahga と い うタ ー ム は, MNd.

に 至 つ て は じめ て あ らわ れ る語 の よ うで あ る15)。

MNd. の8支 を, 次 に 略 号 を用 い て表 わ して見 よ う。

a・pi・pa・te・sa・kh・ne・ya

前 述 の 如 く, ビル マ版 及 び セ イ ロ ン版CNd.は, これ と 同型 の8支 を 挙 げ る。

また, そ の 前 後 の項 目(19と8)を 併 せ て比 較 す る と, MNd. (P.263)の そ れ と一

致 す る。 こ の, ビ ル マ ・セ イ ロ ン両 版CNd. (それ ぞれP. 170・p. 360) とMNd.

(p.263) の 列挙 項 目が お の お の 一致 す る こ とは 注 目 され る。

III. さて, PTS版CNd.に て校 訂 者W. Stede が 用 い た二 つ の 写本Br (ビル

マ系)・sc (セ イロン系) の 伝 え る頭 陀 支 は次 の如 くで あ る。

Br(8): a・pa・te・pi・sa・kh・ya・ne

sc(10): a・pa・te・pi・sa・ek*・pat*・kh・ya・ne

この 二 つ の頭 陀 支 が, 何 らの 意 図 な く配 列 列 挙 され た もの で ない こ と は明 らか

で あ る。 まず, Brは, MNd.の8支 と同項 で あ り, また 第2支 以 下 は衣 ・食 ・住

等 の順 序 に 配 され てい る こ とが 指 摘 され る。 琶 が 第1支 に止 め られ てい る の は,

そ れ が 全頭 陀 支 の 代表 支 と も言 わ れ るべ く, また 古 型 を維 持 す る ほ とん ど全 て の

頭 陀 支 の 冒頭 に 置 か れ るか らで あ ろ う。 次 に, scの10支 は, BTの8支 にekと

patの2支 が 加 え られ た型 と な つ てい る。 これ で食 支 の 全5が そ ろ うこ とに な る。
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scも, Br同 様, aを 第1支 に配 し てい る。

さ ら に, scと タ イ版13支 (CNd. T) とを 比 較 して み よ う。

Sc(10): ii.pate pi.saek pat.kh yane

CNd. T(13): pa tepi saek patkh

a* ru* ab* so* ya ne

5が, 住 支 群 の最 初(第8支)に 配 され, そ のす ぐ後 にru・ab・soの3住 支

が 加 え られ た型 が タ イ版CNd.で あ る。 これ で, 衣 ・食 ・住 ・精 進 の完 全 な配 列

順 序 を持 つ13支 型 が で き る。

こ こで, 前 述3型, MNd., お よ びCNd.ビ ル マ版(B)・ 同 セ イ ロ ン版(S)の 頭

陀 支 を 支 数 の 少 ない ものか ら順 に図 示 して み よ う。

衣 食 住 精進

pa to pi sa ek pat kh a ru ab so ya ne

MNd. 3 4 2 5 6 1 8 7

CNd.{

B- S 3 4 2 5 6 1 8 7(=MNd.)

Br 2 3 4 5 6 1 7 8

Se 2 3 4 5 6 7 8 1 9 10

T 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

CNd. B・SはMNd. の8支 を そ の ま ま採 用 し, B「は そ れ を配 列 し直 した型 と

見 られ る。 また, Br・sc・T間 に は支 分 の増 広 が認 め られ るか ら, Br・scの 両型

はMNd.(8支)とCNd. T(13支)の ま さ し く中 間 に位 置 す る頭 陀支 型 と見 られ

よ う。

IV. こ の こ と に少 し く関 連 す る記 述 が, vim. (解脱道論)に 見 られ る16)。取意

す れ ば,

13頭 陀支 は8支 につづめ られ る。何 となれ ば, (i)8頭 陀支 は 『毘曇(Chosmhonpa)』

にて説 かれ ると ころであるが, (ii) 第khはpatとe第kを 包摂 し, (iii)aはru・ab・

soを 包摂す る, か らである。

と。 この(ii)の 説 が, Br・Sc間 に認 め られ, (iii)の 説 が, SG・T間 に認 め られ

る。 ま た,『 毘 曇 (Abhidhamma, Abhidharma)』 とは 『義釈 (Nd.)』 を指 す17)か ら,

(i)の 記述 は, MNd.の み な らず, cNd. B・s (あるいはBr) の8支 を支 持 す るで

あ ろ う。

以上 よ り, (な お伝 承 間 の歴 史 的考 察 の検 討 が必 要 と さ れ る が) 一 応CNd. の
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頭 陀 支 は, タ イ版13支 の ほ か に, 次 の三 説 の伝 承 が あ つ た と見 て よ い で あ ろ う。

(1) CNd. BS(8): apipate ak ea (=MNd.)

(2) CNd. Br (8): apa to pi sa kh ya ne

(3) CNd. Sl-(10): ii ate pi a kpatkhya ne

V. さ らに, この こ とを 傍 証 す るCNdA. の記 述 (p. 70) を 次 に 示 そ う。

Arannakahgadhimutto ti adini dhutahgasamadanavasena vuttani. (阿蘭若 住支を志

向す る者云 々とは, 頭陀支の受持 に関 して 〔CN(Lに て〕説かれた ものであ る)

こ の文 よ り, CNdA. の作 者 (Upasena) が 見 たCNd. 本 文 に は, arannakahga-

dhimutto18)の 語 が, 頭 陀 支 に関 す る項 目群 の第1に きて い た こ とは 明 ら か で あ

ろ う。 故 に, CNdA.の 見 たCNd.の 第1支 はaで あ る と 言 え よ う。 た だ し,

CNdA. は支 数 を明 示 し て い な い の で, 8支 か10支 か不 明 で あ るが, 少 な く と も

paを 第1支 とす るタ イ版CNd.の13支 で は な く, 前 章VIで 述 べ た(1), (2),

(3)の うち の どれ か を支 持 す る こ とは 明 らか で あ ろ う。 この こ とか ら も, aを 第

1支 に持 つCNd.の 頭 陀 支 の 伝 承 が あつ た こ とが 知 られ る。

VI.さ て, タ イ版CNdA.も

Arannikangadhimutto ti adini dhutangavasena vuttani19).

と述 べ て, aを 第1支 とす るCNd.テ クス トに依 つ て お り, これ はpaを 第1支

とす る タ イ版CNd.の 記 述 と明 き らか に違 背 す る。 何 故 に 両 者 の記 述 は 相 違 す る

の で あ ろ うか?

そ れ は, 水 野 弘 元 博 士 が,

元來底本た る逞羅本 〔CNd.〕 の原本 となつた ものが既 に相當 の誤傳誤爲 を有 した もの ら

し く,……20)

と指 摘 され る如 く, タ イ版CNd.の 原 本 に混 乱 が あ つた よ うで あ る。 本 稿 で は,

頭 陀 支 に関 し て, タ イ版CNd.・ 同CNdA.間 に そ の記 述 の相 違 が認 め ら れ る こ

と を指 摘 す る に止 め, 詳 細 は後 日に期 した い。

VII.上 来 考 察 した と こ ろ よ り, 次 の こ とが 確 認 され る。

(1) CNd. の頭 陀 支 は, タ イ版 の 伝 え る13支 の み で は な く, (i)ビ ル マ 版 ・

セ イ ロ ン版 の8支 (MMと 全 同), (ii)ビ ル マ系 写 本(Br)の8支(MNd.と

同項), (iii)セ イ ロ ン系 写本(sc)の10支, の 三 つ の 伝 承 が 認 め られ る こ と。

(2)ま た, それ ら に は増 広 関 係 が 認 め ら れ, 特 に(ii), (iii)は, MNd。8支

と タ イ版CNd.13支 の 中間 的 頭 陀 支 型 と も見 られ る こ と。(6-8-1980)
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註(パ ー リテ ク ス トの 出 典 は, 特 記 の ない 限 り, PTS版 に よ る)
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て お らず), 40項 目中 の13と して 挙 げ られ て い るの は注 目 され る。Theragatha (vv.

844-856) の頭 陀 支 (18項 目 中 の13支) に関 して, 中村 元 博 士 の説 参 照(『 原 始 仏 教

の成 立 』 中村 元 選 集 ・第12巻, Pp.325-327). 5) Cullaniddesa, ed. by W. Stede,

1918, p.250. Stede は, こ の13支 を タ イ版 に依 る。 な お こ の タ イ 版 は1894年 刊 本

か? (筆 者 未 見。 水 野 弘 元 『パ ー リ語 文 法 』, p. 212参 照)。 ま た, 同p.250に て1.4

pamsukuli-kankha dhimutto-pamsukulikangadhimutto, 11. 4-5 tecivari-kankha

dhimutto-tecivarikangadhimutto, 1. 6 khala-)khalu, l. 7 aranni-aranni,
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版(1962), p.170; (セ) BJT版 (1976), p.360; ま た, ナ ー ラ ン ダ ー 版(1959)も

ビ ル マ版 に な ら う (p. 180)。7) ibid., p.250, footnotes 2-5.8) Saddhamma-

pajjotika, ed. by A. P. Buddhadatta, 1940, p. 70.9) 同 ペ ー ジ に3回。 た だ しそ

の う ち1回 は 最 初 のaと 最 後 のyaを 挙 げ る の み, 他 は省 略。10) 校 訂 者L. De

la Vallee Poussin お よ びE. J. Thomas はsaを 除 く7支 を 挙 げ る が, 同 ペ ー ジ

footnote 5のBP (ビ ル マ系 写本)・S (セ イ ロン系 写 本) の読 み を取 る。1926(B. E.
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Poussin 等 の依 つ た タ イ版 は1894年 刊 本 か? (筆 者未 見) 11) 5を 挙 げ る の み。

な お, P.71 (全 支 省 略)。12) Poussin 等 はpiを 除 く7支 を 挙 げ る が, footnote

5の 読 み を取 る。 タ イ版 (p477)・ ビル マ版 (p.308)・ セ イ ロ ン版 (p.544) もpiを

加 え た8支。 註10)参 照。13) 永 崎 亮 寛 氏 (高 野 山大 学 助 手) の御 教 示。14)cf.

Vim.(大 正32. 406b: Tib. Bapat本, P.70). また, R V. Bapat: Dhutahgas, 1. H.

Q., Vol. 13, 1937, pp.46-47; 阿 部 「Pali Vinaya に お け る頭 陀 説 」(『 印仏 研 』28-2)

参 照。

15) dhutahga と dhutagupa (ま た dhutadhamma) と の比 較 検 討 は 後 日 の

課 題 と した い。Bapat 前 掲 論 文p.47, footnote 1参 照。16) ibid., 大 正32.406b:

Tib. Bapat 本, p.70, 72. 17) 南 伝42, 目次p.1参 照。18) D. Kosambi に依

れ ば, arannika は ビル マ 綴 り (仮 に ビル マパ ー リと名 つ く), arannaka は セ イ

ロ ン綴 り (同 セ イ ロ ンパ ー リ) と言 わ れ る。(Vis. HOS本, P.615.) 19) Saddha-

mmappajjotika, Vol. 2, 1921 (B. E. 2464), P. 298. た だ し, dhutahga, の 後 に

samadana の語 を欠 く。 前 章Vの 引用 文 参 照。20) 南 伝44, 目次p.2. cf. Culla-

niddesa (PTS版), Introduction.
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